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株式会社グランディーズ

代表取締役社長 亀井 浩
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1. 会社紹介

2. 平成27年12月期第２四半期の実績

3. 下期の業績見通し

4. 今後の当社の方向性

本日の内容
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会 社 名
株式会社グランディーズ
（ＧＲＡＮＤＥＳ.Ｉｎｃ）

代 表 者 代表取締役社長 亀井 浩

本 店所在 地 大分市都町二丁目1番10号

資 本 金 268百万円

役 員 数

８名
うち社外取締役２名

社外監査役２名
※女性取締役２名（社外１名）

従 業 員 数 19名

業 種 分 類 不動産販売業

決 算 12月末日

上 場 市 場
東京証券取引所マザーズ

福岡証券取引所Ｑボード

発行済株式数 1,261,000 株

売 買 単 位 100 株

幹 事 証 券

エイチ・エス（主）

ＳＭＢＣ日興、ＳＢＩ、岡三

ふくおか、東洋

会 計 監 査 人 三優監査法人

取 引 銀 行

伊予、大分、北九州、福岡

西日本シティ、豊和、みらい

信金、商工中金（順不同）

1. 会社紹介
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／経営理念

経営理念

われわれの創造する立派な不動

産を通じ、すべてのステークホ

ルダーとともに物質的・精神的

豊かさを追求する。

GRAND ＋ ESTATE

（立派な） （不動産）

= GRANDES

 立派な不動産とは／それは、取引にかかわる人すべ

てに利潤を与え、そこに集う人が誇れるような強さ

と美しさをあわせもち周辺環境・地球環境に配慮さ

れた不動産である

 立派な会社とは／それは、すべてのステークホル

ダーから必要とされ皆さまから愛され、尊敬される

会社である

 立派な人とは／それは 明るく素直で前向きな人、

たえまなく立派になろうと努力する人である

“フィロソフィ”
（行動規範）
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社風／成果はみんなで喜びあう！
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／沿革

沿革

平成18年11月 大分市都町に設立（資本金1,000万円）

平成19年 9月 分譲マンションの販売開始

平成19年12月 投資用マンションの販売開始

平成20年 4月 グリーンシート銘柄に指定

平成20年 5月 建売住宅の販売開始

平成24年12月 福岡証券取引所Ｑボードに上場

平成25年 8月 宮崎市に進出

平成26年12月 東京証券取引所マザーズに上場

平成27年 6月 松山市に進出
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分譲マンション販売

投資マンション販売
投資用マンション「レスコ」の

一棟売り

建売住宅販売
“好品質・低価格”の戸建住宅

「フォレクス」の販売

／事業内容

累計
275戸

累計
９棟

累計
３棟
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建売住宅販売／ニッチ・競争回避の戦略が明確

① 価格；1,990万円以下

② 品質；フラット35Ｓ、改正省エネ基準相当、耐震等級３相当

④ サイズ；土地；100㎡～150㎡、建物；80㎡～87㎡

⑤ 戸数；１カ所で１戸～２戸

⑥ 仕入；整形地にこだわらない（狭小地や変形地でも可）

⑦ 販売；住宅展示場なし

⑧ コスト；自社施工、分離発注
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／好品質・低価格

9

より高い フラット３５Ｓ
（金利Ａプラン）

フラット３５Ｓ
（金利Ｂプラン）

フラット３５
（必須基準）

建築基準法（フラッ
ト３５が利用できな
い）

技
術
基
準

高い

建売住宅

地場中堅 よい

それなり

当社

安い

（地場零細業者）

価格

品質

注文住宅

（大手住宅メーカー）

建売住宅

パワービルダー
地場大手

＜Ｒed Ｏcean＞



投資マンション販売／中リスク・中リターン
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立 地 地方都市の中心部

建 物
15室～20室（低層）
32室～40室（高層）

部屋タイプ １ＬＤＫ～２ＤＫ

品 質 高品質

価 格 帯 ２億円～３億円

表面利回り ８±0.5％

販 売 単 位 一棟売り

ターゲット 個人富裕層



これまで／５期連続の最高益

648 
583 

655 

1,182 

1,485 

2,204 

▲ 45

33 56
158

253
304

▲ 100

400

900

1,400

1,900

2,400

平成21年12月期 平成22年12月期 平成23年12月期 平成24年12月期 平成25年12月期 平成26年12月期

売上高／経常利益(M)

売上高 経常利益

福証Ｑボード上場

東証マザーズ上場
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 売上高、三つの利益

ともに前期比大幅減。第２四半

期および通期の業績予想を下方

修正

 原因

建売住宅販売の大分市での予想

外の不振が響く。用地仕入の遅

れに販売の減速が重なる。

来場者や問合せ件数は増加

 松山営業所を開設。県外第二

の拠点

 新価格帯への進出。消費増税

と建築費の高止まり等で供給

が手薄になった価格帯が出

現。省エネ性や耐震性など住

宅性能を高め参入

2. 平成27年12月期第２四半期の実績
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平 成 2 6 年 1 2 月 期
第 ２ 四 半 期

平 成 2 7 年 1 2 月 期
第 ２ 四 半 期

増減

実績 百分率 実績 百分率

売 上 高 1,103 100.0 420 100.0 ▲683

売 上 原 価 895 81.1 302 72.0 ▲592

売 上 総 利 益 208 18.9 117 28.0 ▲91

販 売 費 及 び
一 般 管 理 費

76 7.0 91 21.8 14

営 業 利 益 131 11.9 25 6.1 ▲105

営 業 外 損 益 1 0.1 1 0.4 ―

経 常 利 益 132 12.0 27 6.5 ▲105

四 半 期 純 利 益 81 7.3 16 4.0 ▲64

経営成績（累計）
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578474

50

平成26年12月期第２四半期

建売 投資マンション 分譲マンション その他

416

3

平成27年12月期第２四半期

建売 その他

セグメント別売上高
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第１
四半期

第２
四半期

第３
四半期

第４
四半期

合計

平成23年
12月期 6 8 8 10 32

平成24年
12月期 12 10 15 13 50

平成25年
12月期 15 11 18 16 60

平成26年
12月期 14 17 14 23 68

平成27年
12月期 10 13

建売住宅販売の戸数推移
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第１
四半期

第２
四半期

第３
四半期

第４
四半期

合計

平成23年
12月期 133 155 148 217 655

平成24年
12月期 392 199 317 273 1,182

平成25年
12月期 311 207 501 464 1,485

平成26年
12月期 752 350 264 835 2,204

平成27年
12月期 188 231

四半期別売上高の推移

16



第１
四半期

第２
四半期

第３
四半期

第４
四半期

合計

平成23年
12月期 6 16 12 20 56

平成24年
12月期 58 22 50 28 158

平成25年
12月期 57 27 96 73 253

平成26年
12月期 68 63 35 136 304

平成27年
12月期 9 18

四半期別経常利益の推移
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平成26年12月期
期末

平成27年12月期
第２四半期末

増減

流動資産 1,147 1,132 ▲15

固定資産 18 20 1

（ 資 産 合 計 ） 1,166 1,152 ▲13

流動負債 169 121 ▲48

固定負債 34 29 ▲4

負債合計 204 151 ▲53

株主資本合計 961 1,001 39

純資産合計 961 1,001 39

（負債純資産合計） 1,166 1,152 ▲13

財政状態
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平成26年12月期
平成27年12月期
第２四半期

増減

現 預 金 928 543 ▲385

売 掛 金 ― ― ―

有 価 証 券
（ Ｍ Ｍ Ｆ ）

50 100 50

販 売 用 不 動 産 52 117 64

仕 掛 販 売 用
不 動 産

106 360 253

流 動 資 産 1,147 1132 ▲15

流動資産
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平成26年12月期
平成27年12月期

第２四半期
増減

不動産事業未払金 43 78 35

工事未払金 2 ― ▲2

1年内返済予定
長期借入金

9 9 ―

未払法人税等 81 9 ▲72

流 動 負 債 169 121 ▲48

長期借入金 27 22 ▲4

固 定 負 債 34 29 ▲4

負債合計 204 151 ▲53

負 債
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平成26年12月期
平成27年12月期

第２四半期
増減

資本金 257 268 11

資本剰余金 247 258 11

利益剰余金 457 474 16

株 主 資 本 合 計 961 1,001 39

純 資 産 合 計 961 1,001 39

純資産
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平成27年12月期
第２四半期

主な内訳

営業活動による
キャッシュフロー

▲351

棚卸資産の増加 ▲318
法人税等の支払い ▲ 79
仕入債務の減少 32
税引前当期純利益 27

投資活動による
キャッシュフロー

▲1 ―

財務活動による
キャッシュフロー

16
株式の発行 22
長期借入金の返済 ▲ 4

増 減 ▲335

―期 首 残 高 973

期 末 残 高 638

キャッシュフロー
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平成26年12月期
第２四半期

平成27年12月期
第２四半期

一株当たり四半期純利益（円） 78.1 13.5

自己資本当期純利益率 17.9 1.7

総 資 産 経 常 利 益 率 15.3 2.4

売 上 高 営 業 利 益 率 11.9 6.1

自 己 資 本 比 率 64.2 86.9

一株当たり純資産（円） 474.3 794.3

経営指標
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3.下期の見通し

外部環境

 長期トレンド

住まいの二極化が進む

 短期見通し

好悪材料の綱引き

（好）景気回復、所得改善

（悪）人手不足、供給過剰

内部環境

 建売住宅販売／回復基調

大分；仕入が上向く

宮崎；来場者増

松山；仕入開始

 投資マンション販売／順調
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大きな家族には大きな家

小さな家族には小さな家



平成27年12月期の業績予想

平成27年12月期予想（百万円）
前期実績

（百万円）
伸び率
（％）

上期 下期 通期

売 上 高 420 1,180 1,600 2,204 ▲27.4

営 業 利 益 25 190 215 307 ▲30.0

経 常 利 益 27 193 220 304 ▲27.9

当期純利益 16 114 130 176 ▲26.4

配 当 ― ― 10 ― ―
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4.今後の方向性

❶ 事業拠点の拡大

❷ 建売事業の強化

❸ 人材の確保と育成

❹ 投資ﾏﾝｼｮﾝ事業の拡大

26

３年計画

売 上 高 40億円

経常利益 5億円

( 8 事業所）



（参考）九州主要都市の人口と世帯数

順位 都市名
人口

（千人）
世帯数

（千世帯） 順位 都市名
人口

（千人）
世帯数

（千世帯）

① 福 岡 市 1,474 713 ⑪ 都 城 市 170 76

② 北 九 州 市 981 473 ⑫ 諫 早 市 141 57

③ 熊 本 市 734 322 ⑬ 八 代 市 132 53

④ 鹿 児 島 市 609 285 ⑭ 飯 塚 市 131 59

⑤ 大 分 市 478 208 ⑮ 延 岡 市 130 59

⑥ 長 崎 市 439 205 ⑯ 唐 津 市 128 49

⑦ 宮 崎 市 405 185 ⑰ 霧 島 市 128 58

⑧ 久 留 米 市 305 125 ⑱ 大 牟 田 市 122 57

⑨ 佐 世 保 市 262 120 ⑲ 別 府 市 121 61

⑩ 佐 賀 市 236 94 ※ 松 山 市 518 238
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（自社作成／総務省等資料より）



本資料は、投資家の皆様への情報提供を目的として作成したもので

す。作成にあたっては細心の注意を払っているつもりですが、グラフ

や資料、将来の予想等に関する記述については当社が独自に作成した

り、予測したり、目標設定したりしたものであり、正確性や信頼性、

実現性を保証するものではありません。不確実なものであることをご

承知ください。

なお、本資料はいかなる目的であれ無断で複製などなされないよう

お願い申し上げます。
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株式会社グランディーズ


